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「
紡
」
と
「
勤
」
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初
庫本文 書喜冷

雨宮竺主jl:

天

初
理

本甲

f四

勃 文庫本 家川

方青く

尾

戦! 徳張)11 

家
本

肪J
勃 坂
本

京

勤 大
乙
本

馬
勤 本渓

荒木

ィ草1)勤 回

1本雅e 

動
紅葉

山
本

(ウ)

巻本紀続 /ぎ九日

九

勃 条家 金

本
沢

文箇本系τEt ヨ

動
回
家
本

勃 兼右本

ト

国庫
部家

勤

相伝本系

動

防
は
続
日
本
紀
巻
九
の
寸
弥
勤
L

(

養
老
六
年
十
二
月
)
の
異
同
で
あ
る
。

金
沢
文
庫
本
は
巻
一

1
巻
十
を
欠
く
。
し
た
が
っ
て
、
巻
九
の
写
本
で
は
古

い
の
は
兼
右
本
で
あ
る
。
兼
右
本
を
林
凡
舜
が
書
写
し
た
の
が
内
閣
文
庫
本
で

あ
り
、
そ
の
転
写
本
が
蓬
左
文
庫
補
写
本
で
あ
る
。
寸
勃
」
か
ら
寸
勤
」
へ

の
誤
写
は
、
兼
右
本
を
写
す
段
階
で
生
じ
た
も
の
だ
ろ
う
。
「
勃
」
を
「
勤
」

に
誤
る
写
本
は
、
乙
こ
で
見
た
限
り
、
近
世
以
降
の
も
の
に
多
い
と
い
う
傾

向
が
あ
る
。

一
方
、
「
勤
L

を
「
勃
」
と
書
く
例
も
、
次
の
よ
う
に
今
昔
物
語
集
の
近

(
包
)

世
以
降
の
写
本
に
見
え
る
。

害⑮ 巻 ⑪ 宅主 害

日十 十
/¥ 

じ
四

九

物 物 勤 本 勤
東大

文 本

本古系
は
流

東j七

布本系戦l戦l 動 大

字本
〕

蓬左

動 勤 勤 初
庫本文 流

布本系
内

f必 勤 初 1初
林本閣



(
ね
)

こ
れ
ら
⑬

1
⑬
を

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
今
昔
物
語
集
』
の
本
文
で

挙
げ
み
よ
う
。

⑮
誰
ヲ
以
テ
カ
師
ト
シ
テ
仏
事
ヲ
蹴
メ
ム

(
巻
三
四
)

〔
底
本
H
東
大
本
〕

つ
と
め

⑪
御
読
経
劉
ケ
ル
僧
有
ケ
リ

(
巻
二
十
八
l
十
七

⑮ 
下
姓
ノ
身

シ

ア

勅~~
Jレ
事
狙E

ク
ノ、

〔
底
本
H
蓬
左
本
〕

(
巻
十

一
|
一一
)

⑮ 
大
安
寺
ノ
助~~
操 f
僧
正

〔
底
本
H
東
大
本
〕

(
巻
十
一
|
九
)

〔
底
本
H
東
大
本
〕

⑬
⑮
は
底
本
に
従
い
、
「
勅
L

の
本
文
を
取
っ
て
い
る
が
、
文
脈
を
考
え
る

と
、
⑬
⑪
⑮
⑮
は
い
ず
れ
も
寸
勤
」
と
あ
る
べ
き
館
所
で
あ
る
。
⑮
は
立
田

ゴ
ン

ロ
ク

読
み
の
寸
勤
」
な
の
だ
か
ら
、
「
勅
」
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
二
字
が
、

近
世
で
は
通
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
現
代
で
は
、
⑮
⑬
共
に
、
「
勤
」
に

改
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

今
昔
物
語
集
の
最
古
の
写
本
、
鎌
倉
時
代
書
写
の
鈴
鹿
本
に
は
、
「
勃
」

と
「
動
」
の
誤
写
は
見
ら
れ
な
い
。
又
、
巻
十
一
・
二
十
八
は
古
本
系
の
本

文
を
欠
く
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
挙
げ
た
も
の
の
中
で
は
、
「
勤
」
を

「
勅
」
と
作
る
の
は
近
世
以
降
の
流
布
本
系
の
写
本
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ

(M
)
 

と
に
な
る
。

「b

と
「
幼

一

制

比

寸

」

制

凶

具

」

こ
の
よ
う
に
、
「
勃
」
と
「
勤
」
の
異
同
は
近
世
の
写
本
に
は
頻
繁
に
見

(お
)

ら
れ
、
近
世
で
は
二
字
の
適
用
も
お
こ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一一
字
の
混

同
そ
の
も
の
は
観
智
院
本
類
爽
名
義
抄
に
ま
で
遡
る
。

そ
の
よ
う
な
通
用
や
混
同
が
平
安
末
や
鎌
倉
時
代
の
写
本
の
す

べ
て
に
お
こ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
個
々
の
写
本
を
調
査
し
て
、
慎
重
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
が
二
字
の
誤
読

・
誤
写

し
か
し
、

に
よ
る
も
の
な
ら
ば
、
現
代
の
注
釈
書
は
正
し
い
文
字
に
改
め
る
べ
き
で
は

っ
と

よ

な
い
だ
ろ
う
か
。
「
勤
」
の
本
文
を
取
り
な
が
ら
、
「
勤
め
て
L

と
訓
む
の
は

誤
解
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

(お
)

そ
れ
で
は
、
続
日
本
紀
の
「
初
L

は
ど
う
読
ん
だ
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

し

新
大
系
本
の
続
日
本
紀
は
①
の
「
勅
選
」
を
「
紡
ひ
て
還
さ
む
」
と
訓
み
、

ろ
〈

②
の
「
紡
ニ
:
国
司

一
人
こ
を
「
・
:
国
司

一
人
を
紡
し
て
」
と
訓
む
。

「
し
ひ
て
L

と
い
う
副
詞
は
、

他
者
に
対
し
て
か
む
り
に
ー
さ
せ
る
。
と

シ
ヒ
テ

:

い
う
意
で
使
わ
れ
る
以
外
に
、
「
自
瑚
入
=
於
演
宮
こ
(
用
明
紀
)
|
む
り
に

照
宮
に
入
る
ー
や
、
「
散
り
ぬ
る
花
の
し
ひ
て
こ
ひ
し
き
」
(
後
援
和
歌
集
)

|
ど
う
し
よ
ラ
も
な
く
恋
し
い
の
よ
う
に
自
分
の
こ
と
を
き
口
う
言
い
方
も

(幻
)

あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
「
し
ひ
て
」
と
い
う
訓
は
、

他
者
に
対
す
る
大

き
な
強
制
力
を
表
わ
す
「
勅
」
の
語
義
を
十
分
に
汲
み
取
っ
た
も
の
と
は
一吉

い
に
く
い
と
考
え
る
。

清
代
の
官
吏
の
執
務
心
得
の
書
で
あ
る

『一幅
恵
全
書
』
に
は
「
勅
」
を
含

四



「
紡
」
と
「
勤
」

(
一
八
五

O
)

む
熟
語
が
よ
く
使
わ
れ
る
。
こ
の
書
の
日
本
で
の
注
釈
が
嘉
永
三
年
に
刊
行

(
お
)

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
勅
追
」
を
「
ヒ
ド
ク
ト
リ
タ
テ
ル
」

・
「
勅
措
L

を
「
ム
リ
ニ
ト
メ
オ
キ
L

等
と
注
す
る
が
、
読
み
方
と
し
て
は
音
読
み
さ
れ

て
い
る
。
「
勃
+
動
調
L

の
よ
う
な
特
異
な
強
制
力
を
示
す
こ
と
ば
に
対
応

す
る
日
本
語
が
想
定
し
に
く
い
か
ら
か
、
こ
の
一
訟
法
の
「
初
L

に
は
定
ま
つ

ろ
〈

た
訓
が
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
「
勅
し
て
L

と
音
読
み
せ
ざ
る
を
得

な
い
だ
ろ
う
。

* 

* 

* 

「紡
」
と

「
勤
」
と
は
全
く
異
な
る
字
義
を
も
っ
漢
字
で
あ
る
。
た
だ
、

字
体
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、
中
国
で
も
日
本
で
も
混
同
さ
れ
る
と
と
が
あ

っ
た
。
そ
の
混
同
が
広
い
範
囲
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
現

代
の
注
釈
書
は
文
脈
に
よ
っ
て
、
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
文
字
を
取
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
述
べ
た
の
は
そ
の
一
案
で
あ
る
。

、王(1
)

中
国
人
の
厳
銘
氏
〔
羽
衣
学
園
短
期
大
学
講
師
〕
に
よ
る
と
、
「
納
」
や

「
紡
令
」
は
日
常
語
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
ず
、
使
う
と
す
れ
ば
こ
の
よ
う

な
文
に
限
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(
2
)

寸
紡
」
の
字
義
は
付
く
つ
わ
同
お
さ
加
え
る
伺
統
御
す
る
糊
無
理
お
し
に
す

る
凶
刻
む
等
で
あ
る
。

四

日
本
で
は
主
に

ω文
字
を
刻
む

・
記
録
す
る
古
事
記
序
文

・
正
倉
院
文

書

ω編
纂
す
る
1

懐
風
藻
序

・
古
今
集
真
名
序
そ
の
他
印
韻
を
踏
む
|

万
葉
集
巻
十
七

・
田
氏
家
集

・
本
朝
麗
藻
凶
「
託
す
」
の
意
か
|
本
朝
文

粋
等
で
使
わ
れ
る
。

描
供
給
で
は
「
助
兵
」
や
「
紡
+
動
詞
」
の
用
法
以
外
で
は
、
同
の
用
法
が

古
く
か
ら
よ
く
使
わ
れ
る
。

日
本
で
は
、
「
勅
+
動
詞
」
の
語
法
は
平
安
朝

以
降
、
あ
ま
り
見
出
せ
な
い
。

「
紡
十
動
詞
」
の
語
法
に
つ
い
て
は
、
「
血
亘
後
国
風
土
記
」
(
『風
土
記
を
学

ぶ
人
の
た
め
に
』
第
三
章
第
三
節
二

O
O
一
年
)
に
お
い
て
述
べ
た
の
で
、

用
例
等
は
省
略
す
る
。

(3)

金
沢
文
庫
本

・
国
史
大
系
本

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
「
選
」
の
本

文
。
文
脈
の
点
か
ら
、
兼
右
本

・
谷
森
本

・
東
山
文
庫
本

・
高
松
宮
本
の

「過
L

を
取
る
。

(
4
)

続
日
本
紀
の
諸
本
の
成
立
一
や
呼
称
等
に
つ
い
て
は
、
新
大
系

『続
日
本
紀

一
』
の
解
説
〔
書
誌
(
吉
岡
員
之

・
石
上
英
二
〕
に
よ
っ
た
。

(
5
)

金
沢
文
庫
本
は

『続
日
本
紀
慈
左
文
版
本
』

(
八
木
書
庖
)
に
、
宮
内
庁
設

陵
部
蔵
の
谷
森
本
は
紙
焼
き
写
真
に
よ
っ
た
。
兼
右
本

・
焚
舜
本

・
九
条
家

本

・
吉
田
家
本
は
天
理
大
学
附
属
図
書
館
に
於
て
閲
覧
し
、
淀
務
本

・
高
松

宮
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
し
た
。

用
例
①
②
の
文
字
の
あ
り
方
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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的Jシ 報J 吉本淀春

1め 報j 兼右

本

動
谷 卜
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「
勤
し
に
は
「
勃
」

・
「劫」

・
「勃
」
等
の
具
体
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は

適
宜
使
い
分
け
て
い
る
。
「
勤
」
に
つ
い
て
も
同
様
。

(
7
)

口
語
訳
に
つ
い
て
は
、

『続
日
本
紀
』

1
1
4
(東
洋
文
庫
)
・

『続
日
本
紀

下
』
(
訴
談
社
学
術
文
庫
)
・
新
大
系

『続
日
本
紀
』

1
1
5
を
参
照
し
た
。

お
ほ

(
8
)
y
t
)
に
仰
せ
て
ー
さ
せ
る
々
と
い
う
言
い
方
は
続
日
本
紀
中
で
、
た
と
え

J
j

。、

6 9 

②
仰
ニ
大
宰
府
」
令
v
巡
ニ調

約

一

十

万

屯

↓

(

巻

十

)

@
勅
臼
「

・宣
下
仰
ニ坂
東
諸
国
及
能
登

・
越
中

・
越
後
一
令
b

伽
ニ縦
三
万

制附
ベ
・:
」

(

巻

三

十

六

)

@

勅

「

遍

仰

ニ京
後
七
道
諸
国
」
回
令
ニ禁
断
↓
•• 

L

(

巻
十
九
)

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
。
「
仰
L

の
下
に
、
使
役
の
助
字
「
令
」
が
あ
る
場
合

と
、
動
詞
の
み
で
使
役
の
意
を
表
わ
す
場
合
と
が
あ
る
。

⑤
の
場
合
は
、
「
仰

1
助
令
」
と
あ
る
の
で
、
単
に
「
令
」
と
あ
る
よ
り
、

強
い
諮
気
を
表
す
。
こ
れ
は
@
の
も
つ
語
感
と
似
て
い
る
と
思
う
。

「
助
以
明
白
固
」
は
上
の
「
助
令
経
国
」
と
同
意
で
、
か
つ
同
語
の
く
り
返

「
紡
」
と
「
勤
」

し
に
な
る
の
を
避
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(日
)
使
役
す
る
主
体
の
精
勤
を
指
す
言
い
方
で
は
、
口
語
訳
が
困
難
な
の
で
、

た
と
え
ば
④
「
軟
弱
な
者
は
、
み
な
ね
ぎ
ら
つ
て
農
耕
に
赴
か
せ
ま
す
」
の

よ
う
に
意
訳
さ
れ
る
。

(日
)
他
に
、

命
ニ長
官
7
籾
自
慰
問
、
円
以
給
ニ湯
楽
-勤
従
ニ党
俊
-
(
巻
八
養
老
四
年
八
月
)

と
い
う
構
文
が
あ
る
。
「
令
三
長
官
親
自
慰
問
、
来
給
二湯
薬
こ
(
巻
八
養
老

二
年
十
二
月
)
と
併
せ
考
え
る
と
、

1

・湯
薬
」
で
切
り
、
以
下
は
「
勤
め
て

寛
僚
に
従
へ
|
精
い
っ
ぱ
い
寛
容
に
ふ
る
ま
う
よ
う
に
せ
よ
」
と
訓
む
の
が

よ
い
か
と
凹
?
っ
。

(
辺
)
続
日
本
紀
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
大
町
健
「
『続
日
本
紀
』
の
編
纂
過
程

と
巻
構
成
」
〔
『日
本
史
研
究
』
初
一
九
八
三
年
九
月
〕
・
森
田
悌
「
『続
日
本

紀
』
の
編
纂
過
程
」
〔
『日
本
歴
史
』
側

一
九
八
四
年
三
月
〕
・
新
大
系

『続

日
本
紀
』
一
の
解
説

〈続
日
本
紀
と
古
代
の
史
書
〉
(
笹
山
崎
生
)
等
を
参
照

し
た
。

入
唐
求
法
順
礼
行
記
の

6
例
は
す
べ
て
「
初
還
俗
」
で
あ
る
。

ぷ
五
山地俗
」
と
い
う
言
い
方
も
同
時
に
見
え
、
「
勅
」
と
「
令
」
は
こ
こ
で

は
ほ
ぽ
同
じ
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(M
)
森
博
遥
「
日
本
語
と
中
国
語
の
交
流
L

(

『日
本
の
古
代

μ
こ
と
ば
と
文

{子
』

一
九
八
八
年
)
の
指
摘
に
よ
る
。

(
日
)
成
立
は
日
本
書
紀
よ
り
降
る
が
、
三
国
史
記
に
は
「
:
物
ニ精
兵
-居
ν
外」

(
日
)

四



「
勅
」
と
「
勤
」

(
巻
十
八
高
句
麗
本
紀
第
六
)
、
「
:
・
欲
ニ
紡
留
p

之
」
(
巻
四
十
三
列
伝
第
三
)

の
よ
う
な
「
紡
+
動
詞
」
の
語
法
が
見
え
る
。

(日
)
井
上
通
泰
司
豊
後
国
風
土
記
新
考
』
(
一
九
三
五
年
)
で
は
、
豊
後
国
風
土

記
と
肥
前
国
風
土
記
の
文
辞
の
類
似
か
ら
、
「
九
国
三
島
の
風
土
記
は
恐
ら

く
は
各
国
各
島
か
ら
大
宰
府
に
提
出
し
た
資
料
又
は
稿
本
に
拠
っ
て
、
大
宰

府
で
同
一
人
が
編
纂
撰
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

(口
)
た
だ
し
、
こ

の
語
法
は
日
本
後
紀
以
降
の
正
史
に
見
え
な
い
。
(
こ
の
諮

法
以
外
で
は
、
「
紡
以
成
コ
州
巻
こ
〔
日
本
後
紀
序
〕

・
「助
成
二
十
巻
こ
〔
日

本
文
徳
天
皇
実
録
序
〕

・
「勤
ν
誇
」
〔
日
本
後
紀
巻
十
二
〕
と
見
え
、
こ
れ
ら

は
注
(
2
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
用
法
で

あ
る
)
し
た
が
っ
て
、
こ
の
語
法
が
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
し
だ
い
に
普
及
し
て

い
っ
た
と
い
う
流
れ
は
た
ど
り
に
く
い
。

「
勤
+
動
詞
」
で
大
き
な
強
制
力
を
表
わ
す
と
い
う
表
現
は
、
日
本
人
に

は
受
げ
入
れ
に
く
い
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
紡
+
動
詞
」
の
語
法
は
大
宰
府
の
宮
人
に
よ
っ
て
使
わ
れ
、

そ
の
後
、
中
央
の
官
人
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
本
人
に
受
り

入
れ
に
く
い
表
現
だ
っ
た
た
め
か
、
広
く
一
般
に
浸
透
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

(
時
)
④
に
つ
い
て
は
、
今
泉
忠
義

『訓
続
続
日
本
紀
』
が
「
勤
し
て
」
と
し
、

佐
伯
有
義

『六
国
史
続
日
本
紀
』
も
「
勅
」
の
本
文
を
取
る
。

四
四

(
日
)
草
川
昇
編

『瀧
頭
取
無
名
義
抄
和
訓
集
成
』
(
汲
古
書
院
)
に
よ
る
。

(
初
)
た
と
え
ば
、
「
竪
L

に
タ
ツ
と
共
に
カ
タ
シ
の
訓
が
あ
る
(
観
智
院
本
類
緊

名
義
抄
法
上
)
の
は
、
「
堅
」
カ
タ
シ
(
法
中
)
と
の
混
同
で
あ
ろ
う
。
又
寸
折
」

に
ヲ
ル
と
共
に
サ
ク
の
訓
が
あ
り
(
例
下
本
)
、
「
析
」
に
サ
ク
と
共
に
ヲ
ル

の
訓
が
あ
る
の
も
、
字
体
の
類
似
に
よ
る
混
同
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
肘
北
野
本
は
影
印
本
に
、
伊
勢
本

・
穂
久
遡
文
庫
は
紙
焼
写
真
に
、
兼
右

本
は

『騒
一
館
善
本
華
雷
』
に
よ
っ
た
。

川
時
雨
亭
文
庫
は
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
に
、
天
理
甲
本

・
永
育
文
庫

本
は
、
植
垣
節
也
「
出
旦
後
国
風
土
記
四
本
集
成
」
(
『風
土
記
研
究
』
第
八
号

一
九
八
九
年
十
二
月
)
に
、

他
の
諸
本
は
、
佐
藤
四
信

『輩
後
風
土
記
之
研

究
』
(
一
九
五
六
年
)
に
よ
っ
た
。

例
内
閣
文
庫
本
は
、
新
大
系

『続
日
本
紀
』
二
の
校
異
補
注
に
、
蓬
左
文

庫
補
写
本
は
、
前
掲

(5)
の
複
製
本
に
よ
っ
た
。

(n)
諸
本
の
名
称
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
。
又
、
東
大
本
は

『臥
一
郎
…
崎
町
室
資
料
放
訟
回
』
に
、
東
北
大
学
本

・
蓬
左
文
庫
本
は
複
写
に
、
内

閣
林
本
は
古
典
文
学
大
系
の
〔
校
異
〕
に
よ
っ
た
。

(
幻
)
他
の
注
釈
書
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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(μ)
漢
籍
に
お
い
て
も
、
「
紡
」
と
「
勤
」
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
一

例
を
挙

げ
る
と
、
突
阪
の
人
「
拓
特
勤
し
は
清
代
の
考
証
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
る
ま

で
、
諸
本
「
拓
特
初
」
と
作
っ
て
い
た
。
(
中
華
書
局

『北
史
』『
周
書
』
の

〔校
異
〕
に
よ
る
)

(
お
)
次
の
辞
書
に
、
「
物
|
ツ
ト
ム
」
の
訓
が
見
え
る
。

ツ
ト
ム勤
(
弘
治
二
年
本
節
用
集
)

ツ
ト
ム
ル

ロ仰

務

勃

(
書
言
学
考
節
用
集
)

そ
し
て
、
鈴
木
丹
士
郎
「
近
世
の
漢
字
と
こ
と
ば
」
(
『漢
字
諮
座
』
第
7

一
九
八
七
年
)
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る。

巻

「
勅
」
と
「
勤
」

つ
と
め

U
る

こ

ま

〔勤〕
打
つ
f

い
て
御
休
み
も
な
く
御
紡
(
『役
者
春
子
満
』
江
戸
)

き
ん
が
〈

物
に
も
な
ら
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
よ
く
是
を
初
学
せ
ら
る
べ
し

(『傾
城
禁
短
気
』
五
)

「初
」
は
、
馬
具
の
お
も
が
い
の
こ
と
で
「
勤
」
と
は
別
字
で
あ
る
が
、

草
書
体
に
普
か
れ
る
と
字
体
が
ま
ぎ
ら
わ
し
く
な
り
、
誤
っ
て
「
勅
」

と
苦
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
近

世
に
は
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(
お
)
日
本
書
紀
の
「
助
軍
」
の
「
勅
」
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎

『日
本
書

紀
古
訓
孜
設
』
(
一
九
四
九
年
)
に
、

ト
ト
ノ
へ
の
訓
が
正
し
い
、
と
あ
る
。

又
、
遊
仙
績
に
は
、
「
勅
L

が「
力
を
入
れ
て
締
め
る
こ
と
。
抱
き
し
め

る
」
(
今
村
与
志
雄
訳
)
意
で
五
回
使
わ
れ
て
お
り、

カ
キ
イ
タ
ク
(
金
剛
寺

本
)
・
イ
タ
ク
(
醍
醐
寺
本

・
真
福
寺
本
)
等
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
大
槻
美
智
子
「
国
語
副
詞
の
史
的
研
究
|
『
し
ひ
て
』
|
」
(
『文
学
史
研

究
』
辺
一
九
八
一
年
十
二
月
)
後
に

『国
語
副
詞
の
史
的
研
究
』〔
新
典
社
〕

所
収
。

(
お
)

山
根
幸
夫
編
の
汲
古
書
院
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。

編
集
委
員
の
方
々
か
ら
御
教
示
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
な
か
が
わ
ゆ
か
り
・
羽
衣
学
園
短
期
大
学
助
教
授
)

四
五
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蜂
矢
真
郷
著

『
国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』

は
じ
め
に

本
書
は
、
上
代

・
中
古
を
中
心
に
、
日
本
語
の
語
構
成
論
的
研
究
を
推
進

し
て
き
た
著
者
が
、
二
十
余
年
に
及
ぶ
研
究
成
果
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

一
九
七
四
年

『寓
葉
』
八
六
号
に
発
表
さ
れ
た
「
諮
問
の
文
法
的

構
成
|
盟
諸
に
つ
い
て
|
」
を
読
ん
で
多
大
の
感
銘
を
受
け
て
以
来
、
著
者
に

よ
る
論
考
に
は
努
め
て
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
き
た
が
、
次
第
に
そ
の
数
が

増
え
て
、
全
貌
が
つ
か
み
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
こ
こ
に
、
著
者
の
中

評
者
は

心
的
課
題
で
あ
る
重
複
語
を
扱
う
諸
論
考
が
、
再
考
を
加
え
た
上
で
一
書
に

統
合
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
評
者
は
、
日
本

語
の
語
構
成
に
お
け
る
重
複
と
い
う
現
象
に
さ
ほ
ど
詳
し
く
な
い
が
、
長
年

著
者
の
諸
論
文
に
啓
発
さ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
、
読
後
の
感
想
を
述
べ
て

み
た
い
。

山

イ圭

市己

口

な
お
、
本
書
の
豊
富
な
内
容
を
逐
一
取
り
上
げ
る
の
は
、
到
底
無
理
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
、
選
択
を
施
す
こ
と
に
な
る
が
、
本
書
の
重

要
な
部
分
は
、
い
ず
れ
か
と
言
え
ば
前
半
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
ち

ら
に
中
心
を
置
い
て
論
ず
る
こ
と
を
初
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
本
蓄
を
評
す
る
に
先
立
っ
て
、
そ
の
構
成
を
大
ま
か
に
見
る
た
め

に
、
目
次
か
ら
篇
名
を
選
ん
で
、
次
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

第

篇

第
二
篤

第

篇

第
四
篇

第
五
篇

第
六
篇

語
構
成
と
重
複
語

重
複
素
と
重
複
語

形
状
言
の
重
複
と
重
複
語
の
諸
形
態

形
状
言

・
名
詞
・
動
詞
連
用
形
の
重
複

交
替
的
重
複
語

重
複
と
接
尾



第
一
篇
の
「
語
構
成
と
重
複
語
」
は
、
本
書
の
序
論
に
当
た
る
も
の
で
あ

る。
こ
こ
で
、
「
複
合
」
や
寸
派
生
L

の
問
題
を
扱
う
に
当
た
っ
て
著
者
が
明

記
す
る
の
は
、
語
構
成
要
素
を
、

イ
)
独
立
的
要
素
(
本
来
自
立
の
用
法
を
有
す
る
単
語
)

(
ロ
)
準
独
立
的
要
素
(
上
記
に
準
ず
る
要
素
)

(
ハ
)
非
独
立
的
要
素
(
い
わ
ゆ
る
接
辞
)

に
三
分
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(
イ
)
独
立
的
要
素
と
は
、
名
調
の
露
出
形
や
動

調
の
露
出
形
(
連
用
形
)
で
あ
る
。
(
ロ
)
準
独
立
的
要
素
と
は
、
名
調
の
被
覆

形

・
動
詞
の
被
覆
形
や
形
容
詞
語
幹
・
形
容
動
詞
語
幹
な
ど
で
あ
り
、
著
者

は
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
形
状
一言
L

と
呼
ぶ
。

著
者
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
従
来
は
(
イ
)
(
ロ
)
と
(
ハ
)
と
の
差
が
問
題
に

な
り
や
す
く
、
(
イ
)
と
(
ロ
)
と
の
差
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
を
重
視
す
る
。
(
イ
)
と
(
ロ
)
と
を
区
別
す

る
こ
と
の
有
効
性
は
、
以
下
に
展
開
さ
れ
る
論
述
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ

り
、
十
分
納
得
の
で
き
る
考
え
方
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
著
者
が
日
本
語
の
語
構
成
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、

ま
ず
重
複
語
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
何
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
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こ
と
に
な
る
。

重
複
語
を
ま
ず
と
り
挙
げ
る
こ
と
の
理
由
は
、
重
複
語
が
基
本
的
に
同

一
の
構
成
要
素
の
重
複
か
ら
な
る
と
い
う
、
言
っ
て
み
れ
ば
複
合
と
し

て
最
も
単
純
な
構
成
で
あ
る
が
放
に
、
他
の
複
合
語
の
持
つ
諸
性
格
の

原
初
あ
る
い
は
潜
勢
と
し
て
の
性
格
を
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

重
複
語
を
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
そ
れ

は
一
つ
の
出
発
点
と
な
り
得
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
(
九
ぺ

l

ジ
確
か
に
、
重
複
語
は
同
一
の
構
成
要
素
を
繰
り
返
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「
単
純
L

と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
複
合
語
全
体
か
ら
見
る
と
、

同
一
構
成
要
素
の
繰
り
返
し
は
、
き
わ
め
て
特
別
な
ケ
l
ス
の
よ
う
に
も
見

え
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
「
他
の
複
合
語
の
持
つ
諸
性
格
の
原
初
あ
る
い

は
潜
勢
と
し
て
の
性
格
」
を
持
つ
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
、
分
か
り
に
く
い
。

ま
た
、
本
書
全
体
を
読
ん
で
も
、
そ
の
見
通
し
が
正
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、

さ
ら
に
そ
の
「
性
格
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
明
記
さ
れ
た
箇
所

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
は
、
是
非
明
確
に
述
べ
て
も
ら
い
た
か

っ
た

と
回
?
っ
。

第
二
篇
で
は
、
「
形
状
言
の
重
複
」
「
名
詞
の
重
複
」
「
動
詞
の
重
複
」
が

四
七
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取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
形
状
言
の
重
複
」
で
は
、
タ
カ
タ
カ
ニ

・
ス
ク
ス
ク
ト
な
ど
多
く
の
例

を
列
挙
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
基
本
的
に
副
調
語
尾
ニ
・
卜
を
伴
っ
て
、
情

態
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
名
調
の
重
複
L

で
は
、
名
調
に
よ
る
重
複
語
が
、
単
独
の
名
詞
に
対
し

て
、
そ
の
複
数
を
表
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
「
枚
挙
」

と
o -， 
タ8総
8々数
に」

〈 と
タに
々二
七分
乙さ
〉 れ

る
の
で
あ
る

我
が
立
ち
待
つ
に

-
(
万
葉

二
了
二
九

二
九
)

O
国
々
の
〈
久
忽
具
忽
乃
〉

:
:
:
(
万
葉
ニ

0
・
四
三
八
ご

の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
〈
ヨ
ヒ
ヨ
ヒ
ご
と
〉
と
い
う
意
味
を
持
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
〈
ク
ニ
グ
ニ
総
体
〉
を
指
す
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
前
者
の
場
合
は

H

一
。
を
基
本
と
し
て
数
え
る
過
程
、
す
な
わ
ち

寸
枚
挙
」
を
表
し
、
後
者
の
場
合
は
数
え
た
結
果
と
し
て
の
複
数
、
す
な
わ

ち
「
総
数
」
を
表
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
に
対
応
す
る
関
係
が
、
「
動
調
の
重
複
」
に
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ

が
、
動
作
の
「
反
復
」
と
「
継
続
」
で
あ
り
、
動
作
を
個
別
的
に
捉
え
う
る

動
作
性
の
動
詞
は
「
反
復
」
を
表
す
傾
向
が
あ
り
、
反
対
に
動
作
を
個
別
的

に
捉
え
に
く
い
情
態
性
の
動
詞
は
「
継
続
」
を
表
す
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
次
の
ス
ミ
ス
ミ
テ
の
例
の
よ
う
に
、
重
複
動
詞
が
助
詞
テ
を
伴
う
も

防
人
集
ひ

四
J¥ 

の
は
、
「
継
続
」
を
表
す
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
タ
チ
タ
ツ
の
例

の
よ
う
に
、
助
詞
テ
を
伴
わ
な
い
も
の
(
と
り
わ
り
連
用
形
以
外
の
活
用
形
を

取
る
も
の
)
は
、
「
反
復
」
を
表
す
傾
向
が
あ
る
と
す
る
。

住
み
住
み
て

〈住
々
而
〉

O
世
間
の

繁
き
仮
鹿
に

:
(
万
葉
一

六
・
三
八
五

O
)

煙
立
ち
立
つ
〈
煙
立
龍
〉

海
原
は

か
ま
め
立
ち

0
:
:
:

国

原
は

立
つ
〈
加
万
目
立
多
都
〉

そ
こ
で
、
名
詞
の
重
複
を
「
モ
ノ
の
複
数
」
と
す
る
な
ら
ば
、
動
詞
連
用

形
の
重
複
は
「
コ
ト
の
複
数
」
で
あ
り
、
複
数
の
モ
ノ
・
コ
ト
を
個
別
的
な

モ
ノ

・
コ
ト
と
捉
え
る
の
が
「
枚
挙
」
「
反
復
」
で
あ
り
、
複
数
の
モ
ノ
・

コ
ト
を
そ
の
共
通
性
の
も
と
に
包
括
す
る
の
が
「
総
数
」
「
継
続
L

で
あ
る

と
い
う
。
ま
こ
と
に
鮮
や
か
な
指
摘
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
に
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
の
は
、
ど
う
か
。

形
状
言
の
重
複
は
、
名
詞
の
重
複
の
表
す
「
モ
ノ
の
複
数
」
、
動
詞
連

用
形
の
重
複
の
表
す
「
コ
ト
の
複
数
」
に
対
し
て
、
比
喰
的
で
は
あ
る

が
、
「
サ
マ
の
複
数
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
状
言
の
重
複
、
名
詞
の
重
複
、
動
詞
連

用
形
の
重
複
の
三
者
の
関
係
を
H

複
数
。
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
統
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
三
五
ペ
ー
ジ
)

::・
(
万
葉
一
・
一
一
)



「
サ
マ
の
複
数
」
と
は
、

何
か
。
か
つ
て
前
田
富
棋
は
、
「
中
世
に
お
け
る

象
徴
詞
の
一
考
察
か
く
る

1
0
系

・
か
く
る
り

1
0
系
の
語
換
を
め
ぐ
っ

て
l
L
(詩
文

〈大
阪
大
学
〉
お
樹
、

一
九
八

一
・
三
)
に
お

い
て
、
中
世
前
期

に
お
け
る
ク
ル
リ
ト
と
ク
ル
ク
ル
ト

・
ク
ル
リ
ク
ル
リ
ト
と
の
違
い
に
言
及

し
、
前
者
が
〈
一
ま
わ
り
〉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
〈
幾
度
も
〉
で

あ
り
、
そ
れ
が
反
復
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
後
者
の
よ
う

な
も
の
は
「
サ
マ
の
複
数
L

と
表
現
し
て
よ
い
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
も

の
を
指
す
と
す
る
と
、
著
者
の
「
比
織
的
で
は
あ
る
が
」
と
い
う
断
り
書
き

が
、
か
え
っ
て
邪
魔
に
な
る
。
こ
の
部
分
は
、
大
事
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
明
不
足
の
感
が
あ
る
。
以
後
の
論
述
を
見
る
と
、
形

状
言
が
重
複
し
た
場
合
に
、
複
数
的
意
味
、
あ
る
い
は
継
続
・
反
復
的
意
味

を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
が
散
見
さ
れ
る
が
、
組
織
的
に
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
著
者
の
意
図
が
分
か
り
に
く
い
。

さ
て
、
こ
の
第
二
篇
で
は
、
全
六
章
の
う
ち
、
四
章
ま
で
が
動
調
の
重
複

に
つ
い
て
の
論
述
に
当
て
ら
れ
て
お
り
、
本
篇
の
中
で
は
著
者
が
最
も
カ
を

入
れ
た
部
分
で
あ
る
。
現
に
、
著
者
の
広
範
な
調
査
に
よ
っ
て
、
中
古
以
降

に
お
け
る
動
詞
の
重
複
の
趨
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
か
つ
て
橋
本
四
郎
が
「
連
用
形
の
重
複
は
、
(
中
略
)
複
合
動

調
に
ま
ず
現
わ
れ
、
し
だ
い
に
単
独
の
動
調
に
及
ん
だ
よ
う
で
あ
る
」
と
述

べ
た
の
に
対
し
て
、
著
者
は
そ
の
見
方
を
訂
正
し
、
重
複
素
音
節
の
多
い
も
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の
(
そ
の
多
く
は
複
合
動
詞
で
あ
る
)
の
重
複
が
先
行
し
た
と
い
う
見
方
を
提
示

し
た
。
こ
の
指
摘
は
、
大
量
の
資
料
調
査
に
基
づ
く
だ
け
に
、
説
得
力
が
あ

る
。
ま
た
、
「
取
り
付
き
取
り
付
き
し
の
よ
う
な
複
合
動
調
の
重
複
が
軍
記

物
語
に
頻
出
す
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
理
由
を
軍
記
物
語
が
集
団
の

動
作
の
反
復
を
描
く
と
こ
ろ
に
求
め
た
の
も
、
収
穫
の
一
つ
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
調
査
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、

『今
昔
物
語
集
』
の
よ
う
な
訓
み

の
明
確
で
な
い
資
料
に
対
す
る
慎
重
な
分
析
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
多
く
の

箇
所
の
訓
み
が
確
実
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
徒
然
出
ヶ
」
(
巻
二
七

・
必

話
)
は
従
来
、
サ
ウ
ザ
ウ
シ
カ
リ
ケ
ル
ニ

・
ツ
レ
ヅ
レ
シ
カ
リ
ケ
ル
ニ

・
サ

ビ
シ
カ
リ
ケ
ル
ニ
と
い
う
よ
う
に
、
形
容
詞
に
よ
る
諸
訓
が
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
こ
は
ツ
レ
ヅ
レ
ガ
リ
ケ
ル
ニ
と
動
詞
で
訓
む
べ
き
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
の
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
篇
で
は
、
動
詞
の
重
複
と
助
詞
ツ
ツ

・
ナ
ガ
ラ
と
の
関
係
に
も

論
が
及
ぶ
。
そ
こ
で
は
、
動
詞
終
止
形
の
重
複
と
ツ
ツ
と
の
共
通
性
を
論
じ

た
上
で
、
ツ
ツ
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
ツ
ツ
の
背
景
に
あ
っ
て
そ

れ
を
支
え
て
い
た
動
詞
終
止
形
の
重
複
が
副
調
化
し
て
少
数
の
例
に
固
定
し

ツ
ツ
が
そ
の
支
柱
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
述
べ

:
ご
よ

υ
こ、

J7
ナ
J
M
q
'
h
v

ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
動
調
の
重
複
を
述
べ
た
部
分
で
は
、
気
に
な
る
点
が
二
つ
あ

っ
た
。

四
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第
一
は
、
「
動
詞
連
用
形
の
重
複
L

「
動
調
終
止
形
の
重
複
」
と
い
う
用
語

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
動
詞
連
用
形
の
重
複
」
と
い
う
と
、
「
い
継

ぎ
い
継
ぎ
」
の
よ
う
に
、
動
調
の
〈
連
用
形
〉
が
繰
り
返
さ
れ
る
例
だ
け
を

指
す
も
の
と
思
い
や
す
い
が
、
そ
れ
以
外
に
、
「
立
ち
立
つ
L

「
行
き
行
き

て
」
「
棄
て
棄
て
つ
」
の
よ
う
に
、

前
項
は
〈
連
用
形
〉
だ
が
、
後
項
は

〈終
止
形
〉
の
例
や

〈連
用
形
+
助
詞

・
助
動
詞
〉
の
よ
う
な
例
ま
で
含
ま

れ
て
い
る
。
一
方
、
寸
動
調
終
止
形
の
重
複
」
の
場
合
は
、
「
刈
る
刈
る
」

「
別
く
別
く
」
の
よ
う
に
、
文
字
通
り
〈
終
止
形
〉
が
繰
り
返
さ
れ
る
も
の

の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
上
、
後
項
が
終
止
形
以
外
の
活
用
形
に
な
る

こ
と
が
な
い
か
ら
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
命
名
は
、
前

項
だ
け
に
注
目
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
誤
解
を
生
み
や
す
い
表

現
で
あ
る
。
「
動
詞
連
用
形
先
行
の
重
複
」
「
動
詞
終
止
形
先
行
の
重
複
」
と

で
も
言
っ
て
く
れ
た
ら
、
ま
だ
し
も
誤
解
が
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
「
動
詞
連
用
形
の
重
複
」
に
つ
い
て
、

上
代
と
中
古
以
降
で
扱

い
方
が
異
な
る
点
で
あ
る
。
上
代
に
お
い
て
は
、
後
項
が
〈
連
用
形
〉
の
場

合
だ
け
で
な
く
、
〈
終
止
形
〉
の
場
合
や
〈
連
用
形
+
テ
〉
の
場
合
も
一
緒

に
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
古
以
降
は
後
項
が
〈
終
止

形
〉
や
〈
連
用
形
十
助
詞
・
助
動
調
〉
の
場
合
は
、
漢
文
訓
読
的
で
あ
る
と

し
て
、
特
別
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

中
古
以
降
の
当
該
語
法
が
漢
文
訓
説
的
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
ま
ず
動

五
O 

か
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
問
題
は
上
代
と
中
古
以
降
と
の
関
係
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
代
に
お
い
て
す
で
に
漢
文
訓
読
的
で
あ
っ
た
と
い
う

の
か
、
そ
れ
と
も
上
代
は
一
般
的
で
あ
っ
た
の
が
、

中
古
に
は
特
殊
化
し
た

と
い
う
の
か
。
そ
の
辺
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
、
こ
の
語
法
を
歴
史
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
万
葉
集
』
の

「
立
ち
立
つ
」
に
関
し
て
、
亀
井
孝
の
「
立
つ
立
つ
L

と
訓
む
説
や
、
内
田

賢
徳
の
「
対
句
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
」
と
す

る
説
を
紹
介
す
る
の
み
で
、
著
者
の
見
方
が
特
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
の

は
残
念
で
あ
る
。

第
三
篇
で
は
、
「
形
状
言
の
重
複
と
重
複
語
の
諸
形
態
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

形
状
言
が
重
複
す
る
時
、
二
音
節
の
重
複
素
に
つ
い
て
、
前
項
を

A
B
、

後
項
を

a
b
で
表
す
な
ら
ば
、
重
複
形
は

A
B
a
b
の
形
に
な
る
は
ず
で
あ

る
が
、
実
際
は

A
B
b
の
形
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ウ
タ
ウ
タ
↓
ウ
タ
夕
、

タ
ワ
タ
ワ
↓
タ
ワ
ワ
の
よ
う
な
例
が
、

そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
ぜ
起
こ
る
の
か
は
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
本
篇
第
一
章
で
、
著
者

は
多
く
の
類
例
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
解
答
を
与
え
よ

う
と
し
た
。
本
書
の
う
ち
で
も
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
箇
所
で
あ
る
。



ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、

A
B
の
A
が
母
音
音
節
の
場
合
で
あ
る
。
ア
タ

タ
カ

・
ア
ソ
ソ

・
イ
サ
サ
カ

・
イ
ス
ス
ク

・
イ
ヨ
ヨ
・
ウ
タ
タ

・
オ
ホ
ホ
シ

な
ど
が
、
そ
れ
に
当
た
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
例
を
、

重
複
形
に
お
い
て

母
音
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
に
、
そ
の
母
音
音
節
が
脱
落
し
て
、
締
約
し
た

も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
縮
重
複
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

A
B
の
B
が
ラ
行
音
で
あ
る
場
合
と
し
て
、
ハ
ラ
ラ

ク

・
ヤ
ラ
ラ

・
キ
ラ
ラ
・
ユ
ラ
ラ

・
マ
リ
リ
カ

・
ク
ル
ル

・
ユ
ル
ル
カ

・
コ

ロ
ロ
ク
・
ホ
ロ
ロ
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
は
上
記
と
は
別
に
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
、

A
B
の
末
尾
B
で
あ
る
ラ

・
リ
・

ル
・
ロ
の

み
を
重
複
し
た
も
の
と
捉
え
、
「
一
部
章
一複
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

残
る
例
の
う
ち
、
シ
タ
タ
カ

・
シ
ト
ド
・

シ
ホ
ホ

・
ニ
フ
ブ

・
ニ
コ
コ

・

ヒ
タ
タ

・
ヒ
チ
チ
カ
な
ど
、

A
B
の
A
が
シ

・
ニ
・
ヒ

で
あ
る
も
の
は
、
一

括
し
て
捉
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
最
狭
母
音
・
ー
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
脱
落
の
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
、
「
縮
重
複
の
一
種
」
と
見
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

シ
タ
タ
カ
で
あ
れ
ば
、
重
複
形
シ
タ
シ
タ
に
お
け
る
後
項
の
シ
の
脱
落
を
考

え
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
残
っ
た
タ
ワ
ワ

・
ト
ヲ
ヲ

・
ワ
ナ
ナ
ク

・
ヲ
ノ
ノ
ク
に
つ

い
て
は
、

A
B
の
B
が
ワ
行
音
・
ナ
行
音
で
あ
り
、
ワ
行
音

・
ナ
行
音
は
ラ

行
音
に
近
い
と
し
て
、
「
一
部
重
複
の
一
種
」
と
認
め
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
、
扱
う
べ
き
例
は

一
応
、
「
縮
重
複
」
か
「
一
部
重
複
」
か
の
い

古
A
日

h
九
、
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ず
れ
か
に
整
理
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、

A
B
の
A
が
母
音
音
節

の
場
合
、
イ
ヨ
イ
ヨ
↓
イ
ヨ
ヨ
の
よ
う
に
、
重
複
形
に
お
け
る
母
音
脱
落
を

考
え
る
点
は
、
一
部
の
例
外
(
ア
ソ
ア
ソ
↓
ア
ソ
ソ
は
母
音
脱
落
の
条
件
に
合
わ

な
い
)
を
除
い
て
、
確
か

に
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
、
納
得

で
き
な
い
点
が
残
る
。

第
一
は
、

A
B
の
B
が
ラ
行
音
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

A
B
の
う
ち
B

の
み
を
重
複
し
た
も
の
と
捉
え
る
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の

B
で
あ
る
ラ
行

音
節
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
方
で
は
阪
倉
篤
義
の
い
う
寸
情
態
言
L

を
構

成
す
る
要
素
で
あ
り
、
他
方
で
は
接
尾
辞
で
あ
る
が
、
両
者
は
基
本
的
に
同

じ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

A
B
の
B
の
み
を
重
複
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と

い
う
。
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
、
ハ
ラ
(
ハ
ラ
ラ
ク
)
・
ヤ
ラ
(
ヤ
ラ
ラ
)
・
キ

ラ
(
キ
ラ
ラ
)
・
ユ
ラ
(
ユ
ラ
ラ
)
の
よ
う
な
形
状
言
(
情
態
性
の
語
基
)
の
一
部
で

あ
る
ラ
と
、
ハ
ダ
ラ

・
カ
ワ
ラ

・
ツ
パ
ラ

・
ア
サ
ラ
の
よ
う
な
接
尾
辞
の
ラ

と
を
、
同
じ
も
の
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
前
者
の
ラ
に
は
、
起
源
的
に
は
後

者
の
ラ
で
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
共
時
的
に
は
別

の
も
の
と
見
た
方
が
よ
い
。
し
た
が
っ
て
評
者
に
は
、
著
者
の
処
理
が
、
異

質
の
も
の
を
一
括
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、

A
B
の
A
が
シ

・
ニ
・
ヒ
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
重
複
形
の

後
項
に
お
い
て
、
そ
の
音
節
が
脱
落
し
た
も
の
と
見
る
点
で
あ
る
。
上
代
に

お
い
て
、
狭
母
音
を
含
む
音
節
が
脱
落
す
る
事
例
は
確
か
に
存
す
る
が
、
そ

五
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の
場
合
は
、

脱
落
す
る
音
節
の
子
音
と
後
続
す
る
音
節
の
子
音
と
の
問
で
、

調
音
点
が
近
い
な
ど
、
二
疋
の
条
件
が
あ
る
(
小
著

『古
代
日
本
語
文
法
の
成

立
の
研
究
』
一
九
六
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
、
著
者
が
挙
げ
た
例
に
は
、
シ
ホ
シ

ホ
↓
シ
ホ
ホ
、
ヒ
タ
ヒ
タ
ク
↓
ヒ
タ
タ
ク
な
ど
、
そ
う
し
た
条
件
に
合
致
し

な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

第
三
は
、

A
B
の
B
が
ワ
行
音

・
ナ
行
音
の
場
合
は
、
ワ
行
音

・
ナ
行
音

が
、
ラ
行
音
に
近
い
も
の
と
し
て
、
ラ
行
音
に
準
じ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
そ
の
近
さ
を
い
う
根
拠
と
し
て
、
ラ
行
子
音
l
ナ
行
子
音
の
場
合

は
、
両
者
間
の
子
音
交
替
が
し
ば
し
ば
生
ず
る
こ
と
、
ま
た
ラ
行
子
音
|
ワ

行
子
音
の
場
合
は
、
と
も
に
有
声
摩
擦
音
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
無
理
に
共
通
点
を
指
摘
し
た
と
い
う
印
象
を
免
れ

t

3

0

 

f
e
し著
者
は
、
第
二
章
で
も
「
縮
重
複
」
と
二
部
重
複
」
と
を
区
別
す
る
こ

と
の
有
効
性
を
説
い
て
い
る
が
、
上
記
の
諸
点
に
関
す
る
疑
念
は
拭
い
き
れ

t
〉
。

十
ら
しな
お
、

ワ
サ
サ
(
早
酒
)
・
ハ
タ
タ
ク
(
誠
)
な
ど
に
見
え
る
ワ
サ
ワ
サ
↓
ワ

サ
サ
、

ハ
タ
ハ
タ
↓
ハ
タ
タ
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
後
項
に
お
け
る
ワ

・
ハ

の
脱
落
と
す
る
見
方
を
否
定
し
、
ワ
サ
の
サ
、

ハ
タ
の
タ
の
み
を
重
複
し
た

一
部
重
複
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
そ
れ
に
続
け
て
、
サ

・
タ
の
場
合

の
一
部
重
複
が
他
に
例
を
見
な
い
こ
と
、

ま
た
ラ
と
サ

・
タ
と
が
音
的
に
近

五

似
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
、
「
疑
問
が
残
る
」
(
二
四
一
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
お

り
、
こ
の
問
題
が
片
づ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
に
対
し
て
、
一
音
節
の
語
基
が
重
複
す
る
場
合
を
扱
っ
た
諸

章
(
第
三
章
1
第
六
章
)
は
、
ほ
と
ん
ど
異
論
を
差
し
挟
む
余
地
が
な
く
、
現

段
階
に
お
け
る
最
高
の
到
達
点
と
目
さ
れ
る
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
。た
と
え
ば
、
動
詞
に
関
し
て
言
え
ば
、
ツ
ツ
ク
(
啄
)
を
従
来
は
ツ
キ
ッ
ク

(
突
き
突
く
)
の
略
な
ど
と
説
明
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
は
、
ツ

ク
(
突
)
を
一
音
節
語
基
ツ
に
動
詞
化
接
尾
辞
ク
の
付
い
た
も
の
、
ツ
ツ
ク

(
啄
)
を
そ
の
語
基
ツ
の
重
複
に
接
尾
辞
ク
の
付
い
た
も
の
と
認
め
た
。
こ
の

判
断
は
、
重
複
語
全
体
の
あ
り
方
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
十
分

に
説
得
力
が
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
用
例
を
博
捜
し
た
上
で
、
次
の
三
者
の
適
時
的
な
関
係
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。

(a)
重
複
動
詞

(1
)

重
複
形
状
言
が
動
詞
化
接
尾
辞
ク
な
ど
を
伴
っ
た

も
の
。
(
ツ
ツ
ク
・
コ
ゴ
ユ

・ト
ド
ム
な
ど
)

(b
)重
複
接
尾
動
詞
(l
)

八
重
複
形
状
言
+
接
尾
辞
ヤ

・
ラ
・
ロ
〉
が

接
尾
辞
ク
な
ど
を
伴
っ
た
も
の
。
(
カ
カ
ヤ
ク

・
ヒ
ヒ
ラ
ク

・
ト
ド
ロ

ク
・
ス
ス
ロ
フ
な
ど
)

(
C
)
メ
ク
型
重
複
動
調

重
複
形
状
言
が
接
尾
辞
メ
ク
を
伴
っ
た
も
の
。



(
カ
カ
メ
ク

・
サ
サ
メ
ク
・
ツ
ツ
メ
ク
な
ど
)

概
指
す
る
と
、

(a)
↓

(b
)↓
(
C
)
の
方
向
が
見
通
せ
る
と
し
て
い
る
。

興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
メ
ク
型
重
複
動
調
は
、
い
ず
れ
も
重
複
素
が
一
音
節
で
あ
る
こ

と
か
ら
、

『梁
塵
秘
抄
』
の
「
き
か
/
¥
め
く
」
を
「
き
り
/
¥
め
く
」
の

誤
写
と
す
る
通
説
を
退
け
、
キ
リ
リ
メ
ク
の
誤
写
と
す
る
案
を
提
出
す
る
。

こ
れ
ま
た
、
多
く
の
用
例
を
検
討
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
可
能
に
な

っ
た
推
定
で
あ
る
。

四

第
四
篇
で
は
、
重
複
形
容
詞

・
重
複
情
態
副
詞

・
重
複
形
容
動
詞

・
重
複

サ
変
動
詞
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
教
え
ら
れ
る
点
が

多
い
。
た
と
え
ば
、
〈
動
調
連
用
形
の
重
複
+
テ
〉
の
例
と
し
て
、

カ
キ
カ
キ
テ
[
蓄
々
]
、
ナ
キ
ナ
キ
テ
[
泣
々
]
、
キ
キ
キ
キ
テ

[
間
々
]
な
ど

ま
た
、
〈
重
複
サ
変
動
詞
+
テ
〉
の
例
と
し
て
、

ユ
ル
ギ

ユ
ル
ギ
シ
テ
[
痛
々
]
、
ユ
ヒ
ユ
ヒ
シ
テ
[
結
々
]
、
ノ
ビ
ノ
ビ

シ
テ
[
伸
々
]
な
ど

を
挙
げ
、
両
者
の
聞
に
重
複
素
の
共
通
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
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の
聞
に
何
ら
か
の
差
違
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
前
者
は
継
続
的
で
あ

り
、
後
者
は
テ
を
伴
わ
な
い
も
の
を
も
含
め
て
、
反
復
的
で
あ
る
と
論
ず
る
。

有
益
な
指
摘
で
あ
る
。

た
だ
し
、
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
例
と
し
て

O
今
日
な
れ
ば

君
に
し

品
火
々
々
之

眉
か
ゆ
み

思
ひ
し
こ
と
は

あ
り
け
り
(
万
葉
一
一

・
二
八

O
九
)

を
挙
げ
な
が
ら
、
結
局
ハ
ナ
ヒ
ハ
ナ
ヒ
シ
と
訓
む
説
を
採
っ
て
、
重
複
サ
変

動
詞
の
例
と
し
て
扱
う
こ
と
に
傾
い
た
(
二
九
0
ペ
ー
ジ
)
の
は
、
残
念
で
あ

る
。
重
複
サ
変
動
詞
は
、
上
代
に
は
他
に
例
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

用
例
の
処
理
に
は
、
も
う
少
し
執
着
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
例
は
、
著
者
も
言
う
と
お
り
、
嘉
暦
伝
承
本
に
は
「
必
之
必
之
火
L

、
西

本
願
寺
本
な
ど
に
は
「
向
抑
之
々
々
火
」
と
あ
り
、
「
n
H
火
々
々
之
」
は
契
沖

説
に
従
っ
た
本
文
で
あ
っ
て
、
確
実
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
佐
佐
木
隆
『
葛
葉
集
構
文
論
』
(
勉
誠
出
版
、

二
O
O
一
・
一
O
)
は、

一
章
を
割
い
て
、
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
内
山汁
ひ
品
ひ
し
」
の

形
を
正
し
い
も
の
と
し
、
「
品
腿
(
を
)
、
必
腿
(
を
)
し
」
と
い
う
構
文
と
解

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
佐
佐
木
自
身
も
言
う
よ
う
に
、
上
代
に
は
そ
の
種
の

リ
ヲ
t
〉

0

9
・
力
中
旬
し

ち
な
み
に
評
者
は
、
「
必
火
々
々
天
」
(
ぬ
ひ
品
ひ
て
)
が
原
形
で
、
こ
れ
が

「門
桝
火
々
々
之
」
に
転
じ
、
さ
ら
に
♂
桝
之
々
々
火
」
に
誤
ら
れ
た
も
の
と

五ー



蜂
矢
真
郷
著

『国
語
重
複
諮
の
語
構
成
論
的
研
究
』

考
え
て
い
る
。
「
天
L

↓
「
之
」
の
誤
写
は
、
字
形
か
ら
見
て
十
分
考
え
ら

れ
よ
う
。
ま
た
、
「
天
」
は
音
仮
名
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
訓
字
に
立
田
仮
名

寸天
L

が
接
し
た
例
に
は
、
「
絶
天
乱
名
」
(
万
葉
一
一

・
二
七
八
八
)
・
「
相
見

天
者
社
」
(
同
二
ニ

・
三
二
五

O
)
・
「
恋
天
窮
見
」
(
同
=
了
三
二
五
七
)
が
あ

る
。
「
鼻
ひ
鼻
ひ
て
L

で
あ
れ
ば
、
上
代
の
例
と
し
て
問
題
が
な
い
。

以
下
、
第
五
篇
は
「
交
替
的
重
複
語
L

、
す
な
わ
ち
ム
サ
ク
サ

・
ワ
ヤ
ク

ヤ
・
シ
ク
ホ
ク
な
ど
の
よ
う
に
、
前
項
と
後
項
と
が
一
部
異
な
る
も
の
を
扱

う
。
ま
た
、
第
五
篇
は
、
ハ
ダ
ラ

・
カ
ワ
ラ

・
ツ
パ
ラ
の
よ
う
に
、
二
音
節

語
基
に
ラ
を
伴
う
形
状
言
に
つ
い
て
、
そ
の
派
生
を
問
題
に
し
、
重
複
す
る

こ
と
と
接
尾
辞
ラ
な
ど
を
伴
う
こ
と
と
が
、
連
続
的
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。

い
ず
れ
も
、
注
目
す
べ
き
指
檎
が
少
な
く
な
い
が
、
本
書
の
中
心
的
な
課
題

か
ら
は
外
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
、
省
略
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
、
私
見
を
述
べ
た
。
本
書
の
特
色
に
つ
い

五
回

て
は
随
所
に
触
れ
た
が
、
用
例
の
博
捜
、
先
行
論
文
に
対
す
る
十
分
な
目
配

り
、
鋭
利
な
分
析
、
周
到
な
考
察
な
ど
、
論
文
を
書
く
者
の
範
と
す
べ
き
点

が
多
い
。
本
書
は
今
後
、
こ
の
方
面
の
基
本
的
な
研
究
室
百
と
し
て
、
重
き
を

な
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
評
に
お
い
て
批
判
的
な
言
辞

が
や
や
多
く
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
著
者
に
よ
っ
て
多
く
袴
益
さ
れ
て
き

た
評
者
だ
け
に
、
な
る
べ
く
率
直
に
疑
問
を
述
べ
る
こ
と
で
、
学
恩
に
報
い

よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
評
者
の
個
人
的
な
都
合
に
よ

っ
て
、
本
評
の
執
筆
が
著
し
く
遅

延
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

二
九
九
八
年
四
月
十
五
日

塙
書
房
刊

四
五

O
頁

九
八
O
O円
)

A
5
判

(
や
ま
ぐ
ち

よ
し
の
り

・
聖
心
女
子
大
学
教
授
)



予

告

当1三ぷ〉、
日f*J. -:Z:;: 

演 場
会
場
会
費

日
時

O
禽
葉
学
会
第
五
十
五
回
全
国
大
会
開
催
要
項

日
時
公
開
講
演
会

十
月
十
二
日
(
土
)
午
後

弘
前
大
学
大
学
会
館
ホ

1
ル

北
海
道
大
学
大
学
院
教
授

身

崎

認

氏

大

阪

市

立

大

学

教

授

毛
利
正

守

氏

懇
親
会

日
時

十
月
十
二
日
(
土
)
夕
刻

弘
前
大
学
大
学
会
館
食
堂

五
千
円

本
懇
親
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
込
下
さ
い
。
当
日
受

付
は
致
し
ま
せ
ん
。

研
究
発
表
会

十
月
十
三
日
(
日
)

全
日

予

告

会
場

弘
前
大
学
大
学
会
館
ホ

1
ル

牛
お
弁
当
を
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
込
下
さ
い
。

四

臨
地
調
査
研
究

十
月
十
四
日
(
月
)
・
十
五
日
(
火
)

泊

臼

会
集
合
場
所

弘
前
駅
前

出
発
時
間

午
前
八
時
三
十
分

会
旅
程
第

日
弘
前
駅
|
森
田
村
歴
史
民
族
資
料
館
・
石
神
遺
跡

l
木
造
縄
文
住
居
展

示
資
料
館
カ
ル
コ

・
亀
が
丘
遺
跡
|
市
浦
村
歴
史
民
族
資
料
館
|
十
三

湊
遺
跡
|
福
島
城
跡

・
オ
セ
ド
ウ
貝
塚

・
山
王
坊
遺
跡

・
唐
川
城
跡

宿
宿
泊
先

グ
フ
Telン
O メ
1 
7 )レ
3 山
|海
7 tr-
2 

8 
l 
l 
I 

(
青
森
県
西
津
軽
郡
鯵
ケ
沢
町
舞
戸

m 

第
二
日
宿
ー
斜
陽
館

・
小
牧
野
遺
跡
|
五
所
川
原
立
ち
ね
ぷ
た
見
学
三
内
丸

山
追
跡
|
青
森
空
港

交
参
加
費

二

万

八

千
円

な
お
実
施
二
十
日
前
以
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
は
、

所
定
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

五
五



予

Aヒ
Eコ

会
募
集
人
員

五
五
名

O
臨
地
調
査
研
究
、
懇
親
会
、
十
三
日
の
昼
食
(
千
円
)
の
お
申
し
込
み
は
、

郵
便
振
替
に
て
、
内
訳
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座

n
u
η
L
q
J
7
・n
U』
l
cu
--』
つ
臼
に

d
d
-
1ょっ“

名
義

市
問
薬
学
会
全
国
大
会

な
お
挟
み
込
み
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
便
利
で
す
。

申
し
込
み
締
切
は
九
月
二
十
日
(
金
)
と
し
ま
す
が
、
臨
地
調
査
研
究
は
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

O
問
い
合
わ
せ
先

干

0
3
6
1
8
5
6
0

弘
前
市
文
京
町

弘
前
大
学
教
育
学
部

吉
田
比
呂
子
加
0
1
7
2
1
3
6
1

2
1
1
1
(代
表
)

ま
た
は一T
5
5
8
8
5
8
5

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
|
三
|
一
三
八

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内

高
葉
学
会
本
部

国

0
6
1
6
6
0
5
1
2
4
1
3
(
村
田
研
究
室
)

国

0
6
6
6
0
5
1
2
4
1
4
(
毛
利
研
究
室
)

五
六

牢
出
張
懇
請
書
を
ご
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒

・
八
O
円
切
手
を
同
封
の

う
え
、
学
会
本
部
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

以
下
は
、
弘
前
大
学
生
活
協
同
組
合
に
よ
る
、
宿
泊
・
交
通
の
ご
案
内
で
す
。

第
五
十
五
回
高
葉
学
会
全
国
大
会
宿
泊
及
び
団
体
券
の
ご
案
内

第
五
十
五
回
高
薬
学
会
全
国
大
会
に
ご
参
加
さ
れ
る
皆
様
の
宿
泊
及
び
交

通
の
手
配
は
、
私
ど
も
弘
前
大
学
生
活
共
同
組
合
が
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
早
め
の
申
し
込
み
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一

宿
泊
の
ご
案
内
(
地
図
参
照
)

一
O
月
一
一
日
(
金
)
よ
り
一
三
日
(
日
)
は
連
休
の
た
め
ホ
テ
ル
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
下
記
ホ
テ
ル
で
室
数
は
相
当
数
確
保
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
下
記
以
外
で
も
ど
要
望
の
施
設
を

お
申
し
込
み
の
場
合
は
手
配
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

A 

弘
前
大
学
ま
で
パ
ス
十
分
)

シ
テ
ィ
弘
前
ホ
テ
ル

弘
前
市
大
町
一
|
一
ー

ハU
1よ
7
・
つ
L
l
l
司
υ
ウ
'
l
i
n
u
-
-
n
U
Qd

シ
ン
グ
ル
九
四
五

O
円

B 

弘
前
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

八
四

O
O円

(
弘
前
大
学
ま
で
パ
ス
十
五
分
)

ツ
イ
ン



巴
弘前ブリン
スホテル

~L前駅

予

Lt:. 
<=I 

弘
前
市
駅
前

一
一
一
-
|
四

n
u
-
-
ウ
t

ヮ“
i
l
勺

J
qd
1
l
Fb
n
u
nu
n
v

シ
ン
グ
ル
六
八
二
五
円

C 

弘
前
パ

l
ク
ホ
テ
ル

弘
前
市
土
手
町
一
二
六

弘
前
大
学
ま
で
パ
ス
十
分
)

A
U
-
-
7
a
nL
li
つi
U
F
b
i
l
n
u
つ
d
d守

FHυ

シ
ン
グ
ル
七
八
七
五
円

サ
ー
ビ
ス
料

・
税
金
込
み
の
料
金
で
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
宿
泊
日
の
三
日
前
ま
で
の
ご
連
絡
は
無
料
、
前
々

日
は
宿
泊
料
金
の
二

O
%、
前
日
は
五

O
%、
当
日
及
び
ご
連
絡
が
無
い
場

合
は
宿
泊
料
金
全
額
を
頂
戴
し
ま
す
。

ご
宿
泊
は
い
ず
れ
も
朝
食
付
、

航
空
券
の
ご
案
内

お
得
な
団
体
航
空
券
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
団
体
設
定
は
、
各
使

と
も
一
五
名
様
以
上
の
お
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
成
立
し
ま
す
。
一
五
名

様
に
満
た
な
い
場
合
は
、
お
申
し
込
み
者
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な

割
引
運
賃
で
ご
用
意
致
し
ま
す
。

団
体
設
定
便
以
外
の
使
を
ご
希
望
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
お
申
し
込
み
時

点
で
可
能
な
割
引
運
賃
で
ご
用
意
致
し
ま
す
。

五
七



J
A
S
一
六
六
背
森
(
口
一
∞
)
羽
田
(
四
一
回
)

J
A
S
七
五
四
背
森
(
回

一
却
)
|
伊
丹
(
回

一
日
)

J
A
S
四
一
一
一
青
森
(
日
υ

却
)
|
名
古
屋
(
国

日
目
)

航
空
券
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て

団
体
便
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
下
記
手
数
料
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で

ご
承
知
願
い
ま
す
。

予

&. 
cl 

〈
往
路
団
体
設
定
便
〉

O 
月

日

イiI!
名

発

zi 

J
A
S
一
六
七
羽
田
(
日

一
閃
)
|
背
森
(
回
一
日
)

J
A
S
七

五

五

伊

丹

(回

一
叩
)
青
森
(
口

一
叫
)

名
古
屋
(
凹

一
∞
)
l青
森
(
叩
一
却
)

J
A
S
四
一
一

〈復
路
団
体
設
定
使
〉

一
O
月

二
ニ
日

仮!
名

ヲモ

者

J
A
S
一
六
八

青
森
(
初
一
初

)
l羽
田
(
紅

一
必

J
A
S
七
五
四

青
森
(
四

日
初
)
|
伊
丹
(
四
一
日
)

一
O
月
一
五
日

取
消
手
数
料

団
体
料
金

通
常
料
金

ニ
O
五
O
O円
二

六

0
0
0円

二
五
五

O
O円

=
二
五

O
O円

二
二
五

O
O円
二

八

0
0
0円

団
体
料
金

通
常
料
金

ニ
O
五
O
O円

二
六

0
0
0円

二
五
五

O
O円
三
一
五

O
O円

二
O
五
O
O円

二
六

0
0
0円

二
五
五

O
O円

=
二
五

O
O円

ニ
二
五

O
O円

二
八

0
0
0円

キ
ャ
ン
セ
ル

ご
搭
乗
日
の
二

O
目
前
か
ら
一
四
日
前
ま
で
の
一
五

O
O円

五
八

一
三
日
前
か
ら

七
日
前
H
三
0
0
0円

六
日
前
か
ら

前
日
H
六
0
0
0円

当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
九

O
O
O円

払
い
戻
し
手
数
料

四
二

O
円

団
体
便
以
外
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
各
航
空
会
社
の
規
程
に
よ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
航
空
券
発
送
時
の
ご
案
内
で
ご
確
認
下
さ
い
。

新
幹
線
ご
利
用
案
内

東
京
盛
岡
|
弘
前
及
び
仙
台
|
盛
岡
|
弘
前
の
お
得
な
回
数
切
符
の
お

申
し
込
み
を
承
り
ま
す
。
東
京
(
仙
台
)
盛
岡
聞
は
新
幹
線
指
定
席
、
感
阿

・

弘
前
聞
は
高
速
パ
ス
ヨ
ー
デ
ル
号
(
自
由
席
)
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
(
往

復
・
片
道
ど
ち
ら
も
お
受
り
致
し
ま
す
)
。

料
金

東
京
l
弘
前

片
道
一
四

0
0
0円

仙
台
|
弘
前

片
道
七
九

O
O円

そ
の
他
の
J
R
の
指
定
券
・
乗
車
券
も
承
り
ま
す
。
ご
要
望
の
列
車
名
と

乗
降
車
駅
等
を
申
込
書
に
ご
記
入
下
さ
い
。

四

お
申
し
込
み
締
切
日

す
べ
て
の
お
申
し
込
み
は
、
平
成
一
四
年
八
月
三

O
日
(
金
)
が
締
切
日
と

な
り
ま
す
。



予

告

五
九

宿
泊
ク
ー
ポ
ン
・航
空
券
引
換
証
・
J

R
券
・請
求
書・
払
込
票
の
送
付

九
月
二
二
日
(
金
)
ま
で
に
お
申
込
書
の
代
表
者
の
方
へ
ま
と
め
て
送
付
い
た

し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
等
の
到
着
後
、
請
求
金
額
を
郵
便
局
に
て
払
込
票
で

お
振
り
込
み
下
さ
い
。

五六

事
務
手
数
料

郵
送
費
な
ど
に
充
当
す
る
た
め
、
お
申
込
書
一
枚
に
つ
き
、
五

O
O円
の

お
支
払
い
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
複
数
で
ご
参
加
の
場
合
は
、
代
表
の
方
が

ま
と
め
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

七

お
申
し
込
み
方
法

お
申
し
込
み
の
方
は
、
次
ぺ

l
ジ
の
訪
問
薬
学
会
全
国
大
会
宿
泊

・
交
通
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
上
、

F
A
X
に
て
下
記
宛
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

〈お
申
し
込
み
先
〉

弘
前
大
学
生
活
協
同
組
合
本
部

蔦
葉
学

会

係

担

当

長

内

(オ
サ
ナ
イ
)

〒

O
三
六
!
八
二
二
四
弘
前
市
文
京
町
一

番
地

T
1
Fト
』

'
L

O
一
七
一
一
|
三
四

l
四
八

O
六

O
一七一一
l
l
一
一
一
六
|
六
九
六
五

E
'
A門
V
A



代表者氏名

第55回高葉学会宿泊・交通申込書(お申込者数が多い場合はコピーしてお使い下さい)

連絡先電話

FAX番号

T 

住所

(グループでお申込の場合は上記の方にクーポン、請求書等を送付し、たします)

.JR券お申込み
ホテ 宿 泊 日

宿泊者氏名 ノレ
記号 10/11 10/12 10/13 / 

T T T 

T T T T 

T T T T 

*宿泊者氏名はご宿泊なさる全員の方の氏名をご記入 Fさし、。宿泊日制はご希望に日にOを、ツイン希望の方
はTをOで囲み備考欄に同室の方のお名前をご記入下さい。
*ツインノレームの設定はンティ弘前ホテノレのみとなっておりますのでご了承下さし、
ネ10/11-13以外のご宿泊を希望される場合は空榊iに宿泊目、ご要望をご記入下さい

・航空券券お申込み

航空機搭乗者氏名 連絡先電話番号
(カタカナで記入)

く指定席ご要望> 禁煙車 喫煙車

本発駅、着駅、指定席ご希望欄は各々ご希望をOで図んで下さい。

く新幹線以外の]R券のお申込み>

列車名 | 乗車駅 |発l時刻 | 降車駅 |人数 | ご要望

禁煙 喫煙

列車名 ご要望

禁煙 喫煙

お申込FAX番号 0172-36-6965 弘前大学生協高架学会担当行き



編

輯

後

記

O
一
八
O
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

山
円
論
文
は
、
三

山
歌
の
反
歌
に
対
す
る
自
説
を
、
新
た
な
観
点
か

ら
補
強
さ
れ
た
も
の
。

山
口
氏
に
は
、
蜂
矢
氏
著

汗
の
書
評
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
菅
原
氏
は
、
古川

精
虫
麻
呂
の
滋
公
鳥
詠
を
、
伐
と
の
対
比
か
ら
考

察
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
投
稿
時
に
は
も
っ
と
長

か
っ
た
の
で
す
が
、
主
題
を
絞
っ
て
つ
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
続
稿
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
中
川
氏

の
「
紡
」
「
勤
」
{
子
の
考
証
は
、
逆
に
見
通
し
も

含
め
て
、
大
幅
に
加
筆
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

O
次
号
に
は
名
符
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
住
所
、

電
話
番
号
な
ど
、
変
更
の
あ
る
方
、
ま
た
掲
載
を

希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
事
務
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ

O
会
員
諸
氏
の
中
に
は
、
大
学
改
革
に
忙
殺
さ
れ
て

い
る
カ
も
多
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
の
用
問
も

そ
の
手
の
議
論
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
う
し
た
体
系
の
急
変
が
、
こ
れ
ま
で
の
蕃
積
を

無
に
し
て
し
ま
う
危
険
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
、
と
守
旧
派
を
自
認
す
る
私
な
ど
は
思
い
ま

す
。
本
当
に
大
学
の
改
革
が
社
会
の
た
め
に
必
要

な
の
だ
ろ
う
か
、
物
事
を
変
え
な
い
と
仕
事
の
な

く
な
る
役
人
と
マ
ス
コ
ミ
に
、
う
ま
い
こ
と
あ
や

つ
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と

思
う
の
は
被
害
妄
想
で
し
ょ
う
か
。

(
鉄
野
昌
弘
)

。

お
願
い

〈〉

1

論
文
の
投
稿
、
品
川
日新

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

0
0

九
O
O
|
七
|
二
九
一
四
七
商
業
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ

い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
商
業
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

て
投
稿
資
絡
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

て
分
訟
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
捌
は
『寸
枚
以
内
)

と
す
る
。

て
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め

・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
杭
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯
委
員

会
に
一
任
の
こ
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

寓

葉

学

会

会

則

一
、
本
会
は
、
前
築
学
会
と
称
す
る
。

て
本
会
は
、
諮
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

て
間
築
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「前

菜
」
を
編
絹

・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会

・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

随
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

て
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
ニ
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
l

八
五
八
五
)

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
総

・
発
行
は
編

樹
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。



高

葉

第

百

八

十

号

平
成
十
四
2
0
0
ニ
)
年
五
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
四
(
ニ
呂
ニ
)
年
五
月
三
十
一
日
発
行

頒
価
一
、

0
0
0円

送

料

六

O
円

時
附
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
六
六
D
E
)

こ
四
一
四

編総

・
発

行

高

葉

学

会

代

表

者

浅

見

徹

仮
嘗

O
O九
O
O
l七
1

ニ
九
一
四
七

時
脚
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

電
話
実
(
内
三
己
主
歪

発
売
所


